細胞外基質完全性の抑制はラット初期大動脈中膜石灰化を軽減する by 宇都 健太
Inhibition of Extracellular Matrix Integrity
Attenuates the Early Phase of Aortic Medial






Inhibition of Extracellular Matrix Integrity Attenuates the Early Phase of Aortic 
Medial Calcification in a Rodent Model 
細胞外基質完全性の抑制はラット初期大動脈中膜石灰化を軽減する 
    
東京女子医科大学病理学（実験病理学分野） 
      （指導：小田秀明教授） 
         宇都 健太 
    Atherosclerosis 2021;391:10-20 掲載 
 
【要 旨】  
本研究は、血管細胞外基質、特に collagen 代謝の血管石灰化形成機序への関与に
ついての検討である。実験系として、warfarin と vitamin K1 含有食餌を 3 週間、雄性
5週の Sprague-Dawley ラットに投与して、実験的血管石灰化を誘発した (WVK群)。
この石灰化モデルラットに対し、collagen 架橋に重要な酵素である lysyl oxidase 
（LOX） の抑制薬であるβ-aminopropionitrile （BAPN） を 10 日間投与し (BAPN






化部位の周囲に LOX と collagen I の発現がみられたが、BAPN 群では両者の発現が
有意に低下していた。以上から、BAPN による LOX 抑制が血管石灰化を減弱するこ
とが明らかとなり、collagen 代謝の制御が血管石灰化に有効である可能性が示唆され
た。 
